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 東北日本弧(男鹿・気仙沼・BOSE夏,SEIHA-1測線)の構造と解釈図(縦横比10:1).
 網目は6km/s層,地形および地質は石和田・他(1977)による。
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 図5西南H本弧(渥美・能登測線)の構造とその解釈図(縦横比10:1)。
 網目は6km/s層,地形および地質は藤田・尾池(1981)'による。
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 論文審査の結果の要旨
 日本列島は,地球的規模でみて典型的な沈み込み帯に位置しており,この地域の詳細な地殻
 構造を知ることは,海洋プレートの沈み込み機構を明らかにし地球的規模でみたプレートテク
 トニクスをより詳細に理解する上で極めて重要である。
 長谷川功提出の学位論文は,太平洋プレートが沈み込む東北日本弧とフィリッピン海プレー
 トが沈み込む西南日本弧を代表する幾つかの測線について,新たな解析手法を開発し,従来の
 研究結果に較べより詳細な地殻構造を研究したものである。その結果以下のことが明らかに
 なった。
 (1)東北日本,西南日本弧における地殻構造は,どちらも表層(P波速度:1.9～5.6km/s),上
 部地殻(5.9～6.Okm/s)・下部地殻(6.6～6.8km/s),上部マントル(7.5～7.7km/s),沈み込
 むプレート(8.0～8.1km/s)よりなることが爆破地震動観測データを基に示された。この構造
 は自然地震データや重力データと調和的である。
 (2)西南日本では従来明らかでなかった下部地殻(いわゆる玄武岩層)の存在がより鮮明になっ
 た。その上面すなわちコンラッド面は東北,西南日本で共通した形態を呈し,アウターリッジ
 付近で深く太平洋岸で浅く島弧中央部で深く日本海で浅くなる。この凹凸の振幅は東北,西南
 日本で異なり,一方その波長は同程度である。
 (3)内陸の浅発地震は6km/s層1こ集中し,6.6km/s層では不活発であるという東北日本で従
 来指摘されていた地殻構造と地震活動の関係が西南日本でも成立していることが確認され,さ
 らに6km/s層の上位層でも地震活動は不活発であることが明らかになった。
 (4)6km/s層の上位には遅い速度層が存在し,この層は陸域では東北,西南日本の地質の違い
 を反映した分布をしており,海域では付加休に対応し,地質との対比から付加体の形成につい
 て議論できることを示した。
 以上,長谷川功提出の論文は,東北日本弧,西南日本弧における地殻構造の共通点,相違点
 を明確にし,海洋プレートの沈み込み機構,日本列島形成機構を理解する上で重要な事実を示
 した。
 これは本人が自立して研究活動を行なうに必要な高度な研究能力と学識を有することを示し
 ている。よって長谷川功提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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